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E
i
関
す
る
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例
の
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い
て

ヽ

.

琴
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k
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す
る
桑
脚
を
別
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お
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す
る
.
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十
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十
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二
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日
　
娯
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可
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町

長
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朝
町
葱
議
長
　
矢
田
容
顔



濁
り
.
･
=
 
I
.
.
I

.

.

.

.

'

f

T

;

.

･

小

.

.

･
i
櫓
等
牡
.

･

･

】

6

葦

●

f

″

議
会
の
議
隻
影
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
掛
勘
に
関
す
る
条
例

第

1

章

　

総

　

　

　

則

(

目

　

　

的

)

.

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
'
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
(
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
)
第
六
十
九
条
及
び
第
七
十
条
の
頻

定
に
基
づ
き
'
議
会
の
撃
貝
巧
の
他
非
常
勤
の
職
員
に
対
す
る
公
務
上
の
災
害
(
負
傷
'
疾
病
'
廃
疾
叉
は
死
亡
を
い
う
.
以
下
同

じ
｡
)
　
に
対
す
る
補
倍
(
以
下
｢
補
償
｣
と
い
う
｡
)
　
に
関
す
る
制
度
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
o

(
職
　
　
展
)

欝
　
二
　
条
　
こ
の
条
例
で
｢
職
員
｣
と
は
'
議
会
の
議
員
､
委
員
会
の
非
常
勤
の
委
員
､
非
常
勤
の
監
査
委
員
､
審
査
会
､
審
議
会

及
び
調
査
会
等
の
委
員
そ
の
他
の
構
成
員
､
非
常
勤
の
調
査
員
及
び
嘱
託
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
(
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

施
行
令
(
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号
)
第
一
条
に
親
定
す
る
職
員
を
除
く
｡
)
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
を

い
う
｡

1
　
労
働
者
炎
害
補
償
保
険
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
)
　
の
適
周
を
受
け
る
者

二
　
船
員
保
険
法
(
眼
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
)
に
基
づ
く
船
員
保
険
の
被
保
険
者
(
同
法
第
二
十
条
の
洩
定
に
よ
る
被
保
険

者
を
除
く
｡
)

三
　
学
校
医
'
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
(
昭
和
三
十
三
年
鳥
取
県
条
例
第
三
十
七
号
)
の
適

用
を
受
け
る
葛

西
　
鳥
取
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
浪
合
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
(
鳥
取
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組
合
条
例
第
八
号
)

の
適
用
を
受
け
る
者

一.
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.



二

(
実
施
機
関
)

第
　
三
　
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
'
当
該
各
号
に
掲
げ
る
機
関
(
以
下
｢
実
施
機
関
｣
と
い
う
｡
)
は
､
こ
の
脊

例
で
定
め
る
補
償
の
実
施
の
責
め
に
任
ず
る
Q

f
　
議
会
の
議
員
　
議
長

二
　
執
行
機
関
た
る
委
員
会
の
非
常
勤
の
委
員
及
び
非
常
勤
の
監
査
委
員
　
町
長

三
　
そ
の
他
の
職
員
　
任
命
権
者

2
　
実
施
機
関
は
'
職
員
に
つ
い
て
公
務
に
基
づ
く
と
認
定
き
れ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
､
そ
の
災
害
が
公
務
上
の
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
を
認
定
L
t
公
務
上
の
も
の
で
あ
る
と
認
定
し
た
と
き
は
､
す
み
や
か
に
補
償
を
受
け
る
べ
き
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
(

5
　
実
施
機
関
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
災
害
が
公
務
上
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
'
公
務
災
害
補

償
認
定
委
員
会
(
以
下
｢
認
定
委
員
会
｣
と
い
う
.
)
　
の
意
見
を
さ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

(
認
定
委
員
会
)

第
　
四
条
三
朝
町
に
認
定
委
員
会
を
置
く
｡

2
　
認
定
委
員
会
は
､
委
員
五
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
｡

5
　
要
員
は
､
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱
す
る
.

4
　
委
員
の
任
期
は
､
三
年
と
す
る
.
た
だ
し
､
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
､
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
.

5
　
委
員
は
､
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

占
　
認
定
委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
'
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
｡

7
　
委
員
長
は
､
会
務
も
総
衷
ず
る
｡
委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
､
又
は
委
員
長
が
欠
け
た
と
き
は
､
委
員
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

b
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8
　
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
'
認
定
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
閑
し
必
要
な
事
項
は
'
親
別
で
定
め
る
｡

(
補
償
基
礎
額
)

欝
　
五
　
条
　
こ
の
条
例
で
｢
補
償
基
礎
額
｣
と
は
'
次
の
各
号
に
定
め
る
者
の
区
分
に
応
じ
､
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
｡

一
議
会
の
議
員
　
議
会
の
議
長
が
町
長
と
協
議
し
て
定
め
る
額

二
　
執
行
機
関
た
る
委
員
会
の
非
常
勤
の
委
員
及
び
非
常
勤
の
監
査
委
員
　
町
長
が
定
め
る
額

三
　
そ
の
報
酬
が
日
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
　
負
傷
若
し
く
は
死
亡
の
原
因
で
あ
る
事
故
の
発
生
の
日
又
は
診
断
に
よ
っ
て
疾

病
が
確
軍
し
た
日
に
お
い
て
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
報
酬
の
額
(
そ
の
報
酬
の
額
が
著
し
く
低
額
､
叉
は
高
額
で
あ

る
場
合
は
､
実
施
機
関
が
町
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
額
)

四
　
報
酬
が
日
額
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
又
は
報
酬
の
な
い
職
員
　
前
号
に
掲
げ
る
者
と
の
均
衡
を
考
慮
し

て
実
施
機
関
が
町
長
と
協
議
し
て
定
め
る
額

【

第
二
章
　
補
償
及
び
福
祉
施
.
設

(
補
償
の
種
類
)

欝
　
六
　
条
　
補
償
の
昏
類
は
'
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
.
　
　
L

7
　
療
養
補
償

二
　
休
業
補
償

三
　
障
害
補
償

イ
　
障
害
補
償
年
金

三



四

口
　
障
害
補
償
一
時
金

四
　
遺
族
補
償

イ
　
遺
族
補
償
年
金

U
　
遺
族
補
償
1
時
金

玉
　
葬
祭
補
償

(
療
養
補
償
)

第
　
七
　
条
　
職
員
が
公
務
上
負
傷
し
'
叉
は
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
､
療
養
補
償
と
し
て
必
要
な
療
養
を
行
な
い
又
は

必
要
な
療
養
の
費
用
を
支
給
す
る
｡

(
休
業
補
償
)

第
　
八
　
条
　
職
員
が
公
務
上
負
傷
L
t
又
は
疾
病
に
か
か
り
'
療
養
の
た
め
勤
務
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
､
給
与
そ
の
他
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
'
休
業
補
償
と
し
て
'
そ
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

期
間
に
つ
き
'
補
償
基
礎
額
の
百
分
の
六
十
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
｡

(
障
害
補
償
)

欝
　
九
　
条
　
職
員
が
公
務
上
負
傷
し
､
叉
は
疾
病
に
か
か
り
､
な
お
っ
た
と
き
'
別
表
に
定
め
る
第
一
級
か
ら
第
七
級
ま
で
の
等
級

に
該
当
す
る
身
体
障
害
が
存
す
る
場
合
に
は
'
障
害
補
償
年
金
と
し
て
､
当
該
障
害
が
存
す
る
期
間
'
同
表
に
定
め
る
障
害
の
等
級

に
応
じ
'
7
年
に
つ
き
補
償
基
礎
額
に
同
表
に
定
め
る
倍
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
毎
年
支
給
し
､
同
表
に
定
め
る
第
八
級
か
ら
第

十
四
級
ま
で
の
等
級
に
該
当
す
る
身
体
障
害
が
存
す
る
場
合
に
は
､
障
害
補
償
一
時
金
と
し
て
､
同
表
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
応

じ
'
補
償
基
礎
額
に
同
表
に
定
め
る
倍
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
支
給
す
る
｡

1

ギ

●

亀

■

　

も

(
休
業
補
償
及
び
障
害
施
依
命
制
限
)

~｣･

f

)
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6

L

か

f

第
十
条
実
施
機
関
は
首
計
犯
罪
行
為
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
公
務
上
賢
‰
疾
病
又
は
こ
れ
ら
の
原
警
な
っ
た
事

故
を
生
じ
さ
せ
た
職
員
に
対
し
て
は
､
そ
の
療
養
を
開
始
し
た
日
か
ら
三
年
以
内
の
期
間
に
限
り
'
そ
の
者
に
支
給
す
べ
き
休
業
補

償
又
は
障
害
補
償
の
金
額
か
ら
そ
の
金
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
実
施
機
関
は
'
正
当
な
理
由
が
な
-
て
療
養
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
公
務
上
の
負
傷
.
疾
病
若
し
く
は
身
体
障

害
の
程
度
を
増
進
さ
せ
､
又
は
そ
の
回
復
を
妨
げ
た
職
員
に
対
し
て
は
､
そ
の
負
傷
'
疾
病
若
し
-
は
身
体
障
害
の
程
度
を
増
進
さ

せ
'
又
は
そ
の
回
復
を
妨
げ
た
場
合
1
回
に
つ
き
十
日
間
(
十
日
未
満
で
補
償
事
由
が
消
滅
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
そ
の
補
償
事

由
が
消
滅
す
る
日
ま
で
の
間
)
　
に
つ
い
て
の
休
業
補
償
を
行
な
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
｡

(
遺
族
補
償
)

第
十
7
　
条
　
職
員
が
公
務
上
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
､
遺
族
補
償
と
し
て
､
そ
の
遺
族
に
対
し
て
'
遺
族
補
償
年
金
又
は
遺
族

補
償
7
時
金
を
支
給
す
る
｡

(
遺
族
補
償
年
金
)

第
十
二
条
　
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
､
職
員
の
配
偶
者
(
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
'
職
員
の
死
亡

の
当
時
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
を
含
む
｡
以
下
同
じ
｡
)
､
子
'
父
母
'
孫
'
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
あ

っ
て
'
職
点
の
死
亡
の
当
時
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の
と
す
る
｡
た
だ
し
､
棄
(
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

い
が
､
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
を
含
む
｡
)
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
'
職
員
の
死
亡
の
当
時
次
の
各
号
に
掲

げ
る
要
件
に
該
当
し
た
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
.

一
夫
(
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
'
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
を
含
む
｡
以
下
同
じ
｡
)
､
父
母
叉
は

祖
父
母
に
つ
い
て
は
､
五
十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
｡

二
　
子
叉
は
孫
に
つ
い
て
は
'
十
八
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
｡

五



六

三
　
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
､
十
八
歳
未
満
若
し
く
は
五
十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
｡

四
　
前
三
号
の
要
件
に
該
当
し
な
い
夫
､
子
'
父
母
､
孫
､
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
､
別
表
の
第
七
級
以
上
の
等
級
の

身
体
障
害
に
該
当
す
る
廃
疾
の
状
態
文
は
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
は
厳
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
心
身
の
故
障
に
よ
る

廃
疾
の
状
態
に
あ
る
こ
と
｡

2
　
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
嘱
位
は
､
配
偶
者
'
子
､
父
母
'
孫
､
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
の
順
序
と
し
､
父
母
に
つ

い
て
は
'
養
父
母
を
先
に
し
､
実
父
母
を
後
に
す
る
｡

5
　
遺
族
補
償
年
金
の
額
は
､
1
年
に
つ
き
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
｡

1
　
補
償
基
礎
額
に
三
百
六
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
(
以
下
｢
補
償
基
礎
額
の
年
額
｣
と
い
う
｡
)
の
百
分
の
二
十
五
に
相
当
す
る

額
｡

二
　
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
権
利
専
有
す
る
遺
族
及
び
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
遺
族
1
人
に
つ
き
補
償
基
礎
額
の
年
額
の
百
分
の
左
に
相
当
す
る
額
｡
た
だ
し
､
そ
の
額
が
補
償
基
礎
額
の
年
額
の
百
分
の

二
十
五
に
相
当
す
る
額
を
こ
え
る
と
き
は
､
補
償
基
礎
額
の
年
額
の
百
分
の
二
十
五
に
相
当
す
る
額
｡

第
十
三
条
　
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
権
利
は
､
そ
の
権
利
を
有
す
る
迫
族
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
消
滅

す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
'
同
順
位
者
が
な
く
て
後
順
位
者
が
あ
る
と
き
は
､
次
順
位
者
に
遺
族
補
償
年
金
を
支
給
す
る
｡

1
　
死
亡
し
た
と
き
n

二
　
婚
姻
(
届
出
を
し
て
い
な
い
が
､
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合
を
含
む
｡
)
　
を
し
た
と
き
｡

三
　
直
系
血
族
又
は
直
系
姻
族
以
外
の
者
の
養
子
　
(
届
出
を
し
て
い
な
い
が
'
事
実
上
養
子
縁
組
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を

含
む
o
　
)
と
な
っ
た
と
き
｡

四
　
離
縁
に
よ
っ
て
､
/
璽
慧
レ
た
職
員
と
の
親
族
関
係
が
終
了
し
た
と
き
R

C

I

　

･

　

J

d
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玉
　
子
､
孫
文
は
兄
弟
姉
粁
賢
い
て
は
,
十
八
歳
に
達
し
た
と
き
(
職
員
の
死
与
の
時
か
ら
引
き
続
き
第
十
二
条
節
義
第
四
号

の
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
と
き
を
除
く
｡
)

六
　
第
十
二
条
第
l
項
第
四
号
の
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
夫
'
子
'
父
母
'
凝
'
祖
父
母
叉
は
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
'
そ
の
事
情
が

な
く
な
っ
た
と
き
(
夫
､
父
母
叉
は
祖
父
母
に
つ
い
て
は
､
職
員
の
死
亡
の
当
時
五
十
五
歳
以
上
で
あ
っ
た
と
き
､
子
叉
は
孫
に

っ
い
て
は
十
八
歳
未
満
で
あ
る
と
き
'
兄
鵜
姉
妹
に
つ
い
て
は
､
十
八
歳
未
満
で
あ
る
か
又
は
職
員
の
死
亡
の
当
時
五
十
五
歳
以

上
で
あ
っ
た
と
き
を
除
く
｡
)

2
　
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
が
前
項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
'
そ
の
者
は
'
遺
族
補
償
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
で
な
く
な
る
｡

(
遺
族
補
償
一
時
金
)

第
十
四
条
　
遺
族
補
償
一
時
金
は
'
次
の
場
合
に
支
給
す
る
.

一
職
員
の
死
亡
の
当
時
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
が
な
い
と
き
｡

二
　
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
'
他
に
当
該
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
遺
族
が
な
く
'
か
つ
､
当
該
職
員
の
死
亡
に
開
し
既
に
支
給
き
れ
た
遺
族
補
償
年
金
の
額
の
合
計
額
が
前
号
の
場
合
に

支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
1
時
金
の
額
に
満
た
な
い
と
き
｡

2
　
迫
族
補
償
1
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
､
職
員
の
死
亡
の
当
時
に
お
い
て
次
の
各
号
の
T
に
該
当
す
る
者
と
す
る
o

l
　
配
偶
者

二
　
職
員
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
碓
持
し
て
い
た
亨
'
父
母
､
孫
､
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
'
主
と
し
て
職
員
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の

四
　
第
二
号
に
該
当
し
な
い
子
､
父
母
'
孫
'
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

ヒ



l
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5
　
遺
族
補
償
一
時
金
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
順
位
は
､
前
項
各
号
の
順
序
と
L
t
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
に

あ
つ
て
は
'
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
順
序
と
L
t
父
母
に
つ
い
て
は
､
養
父
母
を
先
に
L
t
実
父
母
を
後
に
す
る
.

4
　
遺
族
補
償
1
時
金
の
額
は
､
第
1
項
第
言
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
､
補
償
基
礎
額
の
四
百
倍
に
相
当
す
る
金
額
､
同
項
欝
二
号
の

場
合
に
あ
つ
て
は
'
補
償
基
礎
額
の
四
百
倍
に
相
当
す
る
金
額
か
ら
す
で
に
支
給
さ
れ
た
遺
族
補
償
年
金
の
額
の
合
計
額
を
控
除
し

た
額
と
す
る
｡

(
葬
祭
補
償
)

第
十
五
条
　
職
員
が
公
務
上
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
､
葬
祭
を
行
な
う
者
に
対
し
て
'
葬
祭
補
償
と
し
て
､
補
償
基
礎
額
の
六

十
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
｡

(
こ
の
条
例
に
定
め
が
な
い
事
項
)

第
十
六
条
　
こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
'
補
償
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
'
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
三
章
(
第
二

十
四
条
'
第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
六
条
を
除
く
｡
)
の
規
定
の
例
に
よ
る
｡

(
福
祉
施
設
)

第
十
七
条
＼
､
犠
機
関
は
'
公
務
上
の
災
害
を
受
け
た
職
員
の
福
祉
に
関
し
て
必
要
な
次
の
施
設
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

一
外
科
後
処
置
に
関
す
る
施
設

二
　
休
養
又
は
療
養
に
関
す
る
施
設

三

　

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

に

関

す

る

施

設

四
　
義
し
~
義
眼
'
補
聴
器
等
の
補
装
具
の
支
給
に
関
す
る
施
設

五
　
そ
の
他
必
要
と
鞄
め
｣
.
ろ
施
設

L
T

D

　

　

　

　

　

ふ

恐

､
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一

第
三
章
　
寒
い
　
　
査

)

　

(

&
.

(
審
　
　
査
)

第
十
八
条
　
実
施
機
関
の
行
な
う
公
務
上
の
災
害
の
認
定
'
療
養
の
方
法
､
補
償
金
額
の
決
定
そ
の
他
補
償
の
実
施
に
つ
い
て
不
服

が
あ
る
者
は
'
公
務
災
害
補
償
審
査
会
(
以
下
｢
審
査
会
｣
と
い
う
｡
)
に
対
し
.
審
査
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
･

2
　
前
項
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
､
審
査
会
は
'
す
み
や
か
に
こ
れ
を
審
査
し
て
裁
定
を
行
な
い
'
こ
れ
を
本
人
及
び
そ
の
者
に

係
る
実
施
機
関
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
審
査
会
)

欝
十
九
条
ノ
夕
顔
町
に
審
査
会
を
置
く
｡

2
　
審
査
会
は
'
委
員
三
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
｡

5
　
委
員
は
､
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱
す
る
｡

4
　
委
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
｡
た
だ
し
'
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
｡

5
　
委
員
は
'
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

る
　
審
査
会
に
会
長
を
置
き
'
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
｡

7
　
会
長
は
､
会
務
を
総
理
す
る
｡
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
'
叉
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
'
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
委
員

が
そ
の
職
務
を
行
な
う
｡

8
　
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
'
審
査
会
の
組
織
及
び
運
潜
に
開
し
必
要
な
事
項
は
'
親
則
で
定
め
る
｡

第

四

章

　

雑

　

　

　

則

(
報
告
､
出
頭
等
)

J
ノ



10

第
　
二
十
条
　
実
施
機
関
叉
は
審
査
会
は
､
補
償
の
実
施
又
は
審
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
'
補
償
を
受
け
若
し
く
は

受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
他
の
関
係
人
に
対
し
て
報
告
を
さ
せ
､
文
書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
さ
せ
'
出
頭
を
命
じ
､
又
は
医

師
の
診
断
若
し
く
は
検
案
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
前
項
の
裁
定
に
よ
り
出
頭
し
た
者
は
'
類
別
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
旅
費
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

二
時
差
止
め
)

第
二
十
1
条
　
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
'
正
当
な
理
由
が
な
く
て
.
前
条
欝
一
項
の
親
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
､
文
書
そ

の
他
の
物
件
を
投
出
せ
ず
'
出
頭
を
せ
ず
､
叉
は
医
師
の
診
断
を
拒
ん
だ
と
き
は
､
実
施
機
関
は
､
補
償
の
支
払
を
一
時
差
し
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
期
間
の
計
算
)

第
二
十
二
条
　
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
-
規
則
に
親
定
す
る
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
､
民
法
の
期
間
の
計
算
に
関
す
る
親

定
を
準
用
す
る
｡

(
類
別
へ
の
委
任
)

第
二
十
三
条
　
こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
'
規
則
で
定
め
る
｡

(
罰
　
　
則
)

第
二
十
四
条
　
第
二
十
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
､
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
､
文
書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
せ
ず
､

出
頭
せ
ず
'
又
は
医
師
の
診
断
を
拒
ん
だ
者
は
､
一
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
｡

棉

.

　

　

　

　

　

才

(
施
行
期
日
)
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一

こ
の
条
例
は
,
芸
布
の
日
か
ら
施
行
し
､
昭
和
四
十
二
年
十
二
旦
n
i
･
.
(
以
下
｢
適
用
日
｣
と
い
う
｡
)
か
ら
適
用
す

(
経
過
措
置
)

第
　
二
　
条
　
適
用
目
前
に
職
員
が
公
務
上
負
傷
L
t
疾
病
に
か
か
り
'
又
は
死
亡
し
た
場
合
(
適
用
目
前
の
公
務
上
の
負
傷
叉
は
疾

病
に
よ
-
適
用
日
後
に
廃
疾
と
な
り
'
又
は
死
亡
し
た
場
合
を
含
む
｡
)
　
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
災
害
に
係
る
補
償
に
つ
い
て
は
､
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

(
遺
族
補
償
の
支
給
に
関
す
る
暫
定
措
置
)

第
　
三
　
条
　
適
用
日
か
ら
五
年
以
内
に
職
員
が
公
務
上
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
'
当
該
死
亡
に
関
L
t
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
遺
族
が
遺
族
補
償
年
金
の
最
初
の
支
払
に
先
だ
っ
て
申
し
出
た
と
き
は
'
補
償
基
礎
額
の
四
百
倍
に
相
当
す
る
額
を

一
時
金
と
し
て
支
給
す
る
｡

2
　
前
項
の
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
､
当
該
職
員
の
死
亡
に
係
る
遺
族
補
償
年
金
は
'
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
が

当
該
7
時
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
'
そ
の
支
給
を
停
止
す
る
｡

7
　
1
時
金
が
支
給
さ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
1
年
を
経
過
し
た
月
前
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
遺
族
補
償
年
金
の
額

二
一
時
金
が
支
給
さ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
1
年
を
経
過
し
た
月
以
後
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
遺
族
補
償
年
金
の
額
を
'
百
分
の

玉
に
そ
の
経
過
し
た
年
数
(
当
該
年
数
に
一
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
'
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
｡
)
を
乗
じ
て

得
た
数
に
一
を
加
へ
た
数
で
除
し
て
得
た
額
の
合
計
額

5
　
第
7
項
の
一
時
金
は
､
こ
の
条
例
の
窺
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
'
遺
族
補
償
年
金
と
み
な
す
.

第
　
四
　
条
　
遺
族
補
償
一
時
金
の
額
は
'
当
分
の
間
'
第
十
四
条
第
四
項
の
親
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
補
償
基
礎
額
の
四
百
倍
に
相
当

す
る
金
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
'
当
該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
｡

〓
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一
二

1
　
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
(
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
｡
)
　
百
分
の
百

二
　
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
､
職
員
の
死
亡
の
当
時
十
八
歳
未
満
若
し
く
は
五
十
五
歳
以
上
の
三
親
等
内

の
親
族
叉
は
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
三
親
等
内
の
親
族
　
百
分
の
百
七
十
五

三
　
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
'
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
　
百
分
の
二
百
五
十

(
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
と
の
調
整
)

欝
　
五
　
条
　
障
害
補
償
年
金
叉
は
遺
族
補
償
年
金
の
額
は
'
こ
れ
ら
の
補
償
の
事
由
と
な
っ
た
身
体
障
害
叉
は
死
亡
に
つ
い
て
次
の

各
号
に
定
め
る
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
､
当
分
の
閥
'
こ
の
条
例
の
親
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
こ
の
条
例
の
親
定
に
よ
る
年
額

か
ら
'
当
該
年
金
の
年
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
｡

一
船
員
保
険
法
(
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
)
叉
は
厚
生
年
金
保
険
法
(
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
)
の
親
定
に
よ

る
障
害
年
金
叉
は
遺
族
年
金
　
二
分
の
一

二
　
国
民
年
金
法
(
昭
和
三
十
四
年
法
律
界
百
四
十
7
号
)
の
裁
定
に
よ
る
障
害
年
金
(
障
審
福
祉
年
金
を
除
く
.
)
.
母
子
年
金

(
母
子
福
祉
年
金
を
除
く
｡
)
'
準
母
子
年
金
(
準
母
子
福
祉
年
金
を
除
く
｡
)
'
遺
児
年
金
叉
は
寡
婦
年
金
　
三
分
の
7

別

　

表

ヽ

　

′

,

J

J

†　　　　　　言■

雷

･

･

　

　

F

t



第　第　第　第　第　第　第

十　十　十　十

十　九　八

四　三　二

級　級　級　級　級　級　級

二　二　三　四

五　九　四　〇　七　五　五

〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇

第　第　第

七　六　五

級　級　級

P

ヽノ~

〇　二　四

′ヽ

〇　〇　二

備

　

考

こ
の
表
に
定
め
る
等
級
に
応
ず
る
身
体
障
害
に
関
し
て
は
､
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
別
表
の
例
に
よ
る
o

障
害
補
償
　
7
　
時
金


